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5 情報の相互運用性と標準化について 

 

医療機関等においては業務上様々な情報のやりとりが行われ、それらによる指示、報告、

連絡等による意思の共有によって一連の業務が成立する。 

これらのやりとりを単に電子化するだけであれば、これまでの業務に情報入力という業

務を付加してしまうだけである。しかし、その電子化された情報の再利用が可能であれば、

幾度もの同一情報の入力作業を軽減し、業務の総量を減ずることとなる。また、紙等の情

報を読解して再入力する際のミスの防止、指示の誤記･誤読の防止という観点から、医療安

全に資することにもなる。 

事実、医療機関等において電子化された情報を扱うシステムの導入は、当初、事務処理

の合理化に端を発したものであったが、現在は情報共有の推進や、医療安全、ひいては医

療の質の向上に資するものである。 

このような電子化された情報のやりとりを、医療機関等において段階的に導入されたシ

ステム間や、部門毎に多様なシステムベンダから提供されたシステム間で行う際に必要と

されるのが相互運用性の確保である。 

一方、情報システムの安全な管理・運用における重要な観点として、情報の安全性の重

要な要素の一つの「可用性」が挙げられる。ここでいう可用性とは具体的には必要時に情

報が利用可能であることを指し、情報を利用する任意の時点で可用性が確保されなければ

ならない。このことは、 

7.2 見読性の確保について 

7.3 保存性の確保について 

で述べるように、例えば、医療機関等で医療情報を長期間保存する際に、システム更新を

経ても旧システムで保存された医療情報を確実に利用できるようにしておくこと、すなわ

ち相互運用性を確保することを意味する。 

さらに、地域連携等では、医療機関等間における情報の共有化、蓄積、解析、再構築、

返信や再伝達等といった場面においても、相互運用性の考え方は重要である。 

このような医療情報の相互運用性を確保するためには、誰もが参照可能かつ利用可能で

将来にわたりメンテナンスを継続されることが期待される標準規格（用語集やコードセッ

ト、保存形式、メッセージ交換手続等）を利用するか、それらに容易に変換可能な状態で

保存することが望ましいため、それらについて本章に記した。 

医療情報における標準規格については経済産業省、厚生労働省において、メッセージ交

換等に関する国際標準である HL7（Health Level Seven）、医用画像及びそのレポート等に

関する標準規格である DICOM（Digital Imaging and Communications in Medicine）、国

際標準化機構（ISO；International Organization for Standardization）等の定める種々の

国際規格との整合を図り、これを推奨する等の取組を進めてきた。こういった政府の取組

に対する民間主導の取組として、医療情報標準化推進協議会（Health Information and 


